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手作り「健康 KYT」を通して目指す健康意識向上への取り組み 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・職場改善 

・安全衛生委員会 

・健康増進活動 

・健康リスク対策 

・KY活動 

・健康意識向上 
１～９ 

改善・取組

みの背景と

課題 

当事業場は車社会の土地柄、自動車の運転が安全衛生上の大きなリスクであると

捉え、２００９年度より安全衛生活動の取り組みの一環として「交通 KYT（危険予知ト

レーニング）」を実施している。これは交通事故の原因となりうる危険要因を予測すること

で、事故防止を習慣づける取り組みである。 それに加え、２０１４年度からは「安全

KYT」も導入し、安全衛生委員会の中で展開している。これは職場や作業の状況のな

かにひそむ危険要因とそれが引き起こす現象を、イラストシートを使って職場で話し合い、

考え合い、危険のポイントや重点実施項目を先取りで解決する方法である。 

 さらに安全衛生委員会の専門委員会のメンバーから「交通 KYT とか安全 KYTがある

なら健康 KYTがあっても良いのではないか？」との声があがり、２０１６年度からは、「健

康ＫＹＴ」を開始した。 

改善・取組

みの着眼点 

「健康 KYT」を作成しているのは、安全衛生委員会の下部組織として、２０１５年度

から立ち上げた「健康増進部会」という専門委員会である。部会の目的は、健康管理

室や事務局の一方的な活動となっている健康増進活動を、組織で遂行し、さらなる向

上を目指すことである。 

２０１６年度から開始している「健康 KYT」であるが、事例を作成するにあたり、参考と

なる事例は見当たらなかった。 そのため、健康増進部会メンバーで独自の「健康ＫＹT」

事例を作成している。テーマは生活習慣病、 睡眠、飲酒、喫煙、感染予防など健康

に関するものとしている。 

今回は、健康 KYTの取り組みについて、下記の点を検討した。 

①健康 KYTが、従業員の健康について考える機会となっているか。 

②健康 KYTが、健康意識の変化につながっているか。 

改善・取組

みの概要 

１．対象者 事業場内全従業員（2019年 5月 1日現在 約 1500名） 

２．健康ＫＹＴの作成 

 健康増進部会メンバーが作成。時期なども考えタイムリーな内容にしている。 

３．健康 KYTの実施 

 ２ヵ月に１回、作成した事例を安全衛生委員会で紹介。各安全衛生委員が職場へ

持ち帰り実施。 

４．アンケートの実施 

 健康 KYT を実施することで、従業員の健康意識の変化があったか、アンケートを実

施。（アンケート配布数：６２名、回答人数：６２名、回答率：１００％） 



写真・図表・ 

イラスト 

どんな健康への危険要因があるのか、「○○なので○○して（危険要因）、○○になる

(健康障害）そのために○○に注意する」の内容で考えてもらう。

 

 

 

効  果 

【健康 KYT についてのアンケート結果】 

      

健康 KYT を実施することで、健康意識が向上したり、実際に実行しているという回答が

半数近くに認められていた。 健康 KYT は、従業員が健康について考える機会を提供

し、健康意識の変化につながっているものと思われる。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

①健康管理室スタッフだけでは、アイデアも煮詰まり、セミナー参加者も増えない状況だっ

たが、健康増進部会という専門組織を作り、組織で取り組むことが、会社全体の健康

増進活動活性化へとつながっていると考える。 

②その組織を立ち上げるのも２年がかりだったため、安全衛生委員会をあまり活用できて

いない会社では、まずは地道に健康増進活動の必要性を発信していき、会社として活

動していく風土作りが重要と思う。 

③メンバーのアイデアで始まった「健康 KYT」、それを継続して実施していることが、従業

員の健康意識向上へつながっている。 

④健康 KYT は、健康への意識付けとなっているが、そこから実行の段階への移行が難し

い。健康セミナー、禁煙セミナー等、健康行動へ移す機会作りがさらに必要である。 
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